
京
都
の
医
学
史
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
か
つ
て
、
京
都
の
医
学
史
と
い
え
ば
日
本
の
医
学
史
を
意
味
す

る
時
代
が
、
何
百
年
間
か
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
蟇
委
員
会
は
、
『
京
都
の
医
学
史
』
本
文
篇
（
一
五
○
○
頁
）
・
資
料

篇
（
五
八
○
頁
）
を
編
纂
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
刊
行
し
た
が
、
こ
の
大
作
を
以
て
し
て
も
欠
落
す
る
部
門
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
刊
行
後
も

各
地
の
本
会
々
員
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
か
ら
、
新
史
料
の
発
表
や
提
示
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

平
成
三
年
六
月
、
京
都
で
開
催
し
た
第
九
二
回
本
会
総
会
の
医
学
史
展
示
会
第
一
部
に
お
い
て
、
「
京
都
に
お
け
る
医
学
史
研
究
史
」
と
題

し
て
、
江
戸
初
期
以
降
、
今
日
に
至
る
間
に
京
都
で
行
わ
れ
た
医
史
学
的
研
究
四
二
件
の
事
蹟
の
要
点
を
列
記
し
た
目
録
を
作
り
、
主
な
る
資

料
一
二
○
点
を
展
示
供
覧
し
た
。
こ
の
展
観
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、
京
都
と
い
う
歴
史
的
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
の
医
史

学
研
究
は
、
何
を
主
題
に
し
て
行
わ
れ
て
き
た
か
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
望
ん
だ
か
、
欠
落
し
て
い
る
部
門
は
何
か
等
を
自
問
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
医
史
学
研
究
の
指
針
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
あ
る
程
度
効
果
的
で
あ
っ
た
。

今
回
、
本
誌
上
で
「
地
域
の
医
学
史
」
の
特
輯
に
当
り
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
京
都
の
医
学
史
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
直
接
触
れ

な
い
こ
と
と
し
、
京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
史
に
つ
い
て
、
展
示
目
録
の
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
、
若
干
の
解
説
を
附
し
て
一
文
と
し

一
、
ま
え
、
か
き

京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
史
〔
Ｉ
〕

和
曜
華
毒
避
毒
奮
籍
平
成
三
年
八
月
二
十
四
、
受
付

杉
立
義
一
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『
本
朝
医
考
』
三
巻
、
黒
川
道
祐
著

黒
川
道
祐
（
一
六
二
三
’
一
六
九
一
）
は
広
島
藩
儒
医
で
あ
っ
た
が
、
病
弱
の
た
め
京
都
に
き
て
、
名
所
旧
蹟
を
探
訪
し
て
『
雍
州
府
志
」
『
日

次
記
事
』
等
多
く
の
著
書
を
残
し
た
。
本
書
は
本
朝
医
史
書
の
噛
矢
で
あ
る
と
の
評
価
を
得
て
き
た
。
巻
首
に
大
略
次
の
凡
例
を
載
せ
る
。

一
、
上
巻
は
大
己
貴
命
よ
り
細
川
勝
元
ま
で
、
中
巻
は
和
気
広
世
を
以
て
始
め
と
し
、
目
医
を
終
り
と
す
る
。
下
巻
は
丸
散
、
薬
石
の
名
を
載

又
玄
子
と
は
吉
田
宗
桂
の
次
子
、
宗
恂
（
意
安
）
で
あ
り
、
宗
桂
と
同
じ
く
明
国
に
遊
学
し
、
慶
長
十
五
年
四
月
十
七
日
没
し
た
。
京
都
大

学
富
士
川
文
庫
に
寛
永
十
年
十
一
月
、
田
原
仁
左
衛
門
刊
行
本
上
下
二
巻
が
あ
る
。

内
容
を
見
る
に
、
す
べ
て
中
国
の
名
医
列
伝
で
あ
る
。
巻
之
上
は
上
古
か
ら
唐
・
五
代
ま
で
の
医
家
一
七
○
名
、
巻
之
下
は
宋
か
ら
明
ま
で

二
一
八
名
の
略
伝
が
載
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
古
く
『
史
記
』
に
「
扁
鵬
・
倉
公
列
伝
」
あ
り
、
ま
た
熊
宗
立
の
『
医
学
源
流
』
（
景
泰
新
元
一

四
五
○
年
）
や
李
派
の
『
医
史
』
十
巻
（
嘉
靖
年
間
一
喜
三
’
一
五
六
六
年
）
等
が
あ
る
。
宗
恂
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
本
書
を
編
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
末
尾
に
「
庶
幾
ク
ハ
後
学
ヲ
シ
テ
斯
ノ
進
ノ
伝
統
ノ
統
ク
ベ
ク
敬
う
。
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
シ
ム
、
ヘ
シ
ト
云
う
」
と
記
し
て
い
る
。

四
五
○
年
）
や
李
派
の
『
医
史
』

ろ
う
。
末
尾
に
「
庶
幾
ク
急

２
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

時
代
区
分
と
し
て
、
明
治
前
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
終
戦
ま
で
）
。
昭
和
（
戦
後
よ
り
昭
和
四
十
九
年
ま
で
）
。
昭
和
（
昭
和
五
十
年
以
後
）
・
平

成
・
の
四
期
に
分
け
た
。
こ
れ
は
各
期
に
夫
々
特
色
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
と
し
て
見
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

１
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
一
月
十
零

『
歴
代
名
医
伝
略
』
、
吉
田
又
玄
子
編

た
。
も
と
よ
り
検
討
を
要
す
る
個
所
も
多
く
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
年
譜
式
列
記
の
弊
は
、
解
説
文
に
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
一
連
の
流

二
、
明
治
前

月
十
五
日
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三
、
近
世
の
医
一

考
え
を
ま
つ
〔

二
、
王
公
よ
り
庶
人
僧
侶
に
至
》

入
る
と
き
は
こ
れ
を
と
っ
た
㈲

三
、
近
世
の
医
家
、
凡
そ
三
世
坐

四
、
凡
そ
諸
家
の
伝
、
専
ら
旧
記
の
本
文
に
従
う
者
あ
り
、
ま
た
予
が
新
に
伝
を
作
る
者
あ
り
。
続
者
の
こ
れ
を
択
む
く
し
。

一
、
延
喜
式
の
薬
名
、
朝
野
の
牒
文
の
文
字
に
は
疑
う
べ
き
者
あ
る
が
、
い
ま
旧
本
の
記
す
る
所
に
従
っ
た
。

一
、
凡
そ
各
条
に
愚
按
を
載
せ
る
も
の
有
り
、
悉
く
低
害
し
て
以
て
本
文
を
分
か
つ
。

こ
れ
を
見
て
も
本
書
は
単
な
る
医
家
列
伝
で
は
な
く
、
近
代
的
な
意
味
で
の
医
史
学
聿
昌
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
道
祐
は
随
所
に
自
分
の
意
見

を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
医
家
旧
家
に
と
っ
て
は
、
自
家
の
家
系
を
公
衆
の
前
に
さ
ら
す
事
は
堪
え
ら
れ
な
い
事
で
あ
っ
た
。
ま

た
そ
の
系
譜
を
悪
用
す
る
輩
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
た
め
家
々
の
子
孫
が
苦
情
を
申
立
て
、
本
書
は
絶
版
と
な
っ
た
。

望
月
三
英
（
明
和
六
年
没
、
七
二
歳
）
著
、
『
鹿
門
随
筆
』
に
、
「
日
本
の
古
医
伝
を
黒
川
道
祐
著
調
法
な
る
言
な
り
、
何
の
仔
細
か
、
堂
上
方

よ
り
と
が
め
に
て
絶
板
に
な
り
た
る
よ
し
、
斯
様
の
事
に
て
古
事
絶
ゆ
る
事
日
本
の
く
せ
に
て
気
の
毒
な
る
狭
き
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

宮
武
外
骨
著
『
筆
禍
史
」
に
よ
れ
ば
、
『
本
朝
医
考
』
が
絶
版
と
な
っ
た
の
は
、
享
保
年
間
の
事
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

宮
武
外
骨
著
『
筆
禍
史
』
に

３
、
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）

『
皇
国
医
林
伝
』
、
畑
維
龍
著

畑
維
龍
（
一
七
四
八
’
一
八
二
七
）
は
阿
波
国
出
身
の
儒
者
で
あ
る
が
、
医
学
院
の
創
立
者
畑
柳
安
（
黄
山
）
の
女
を
要
り
、
『
皇
国
医
林
伝
』

一
巻
を
著
わ
し
た
。
藤
末
氏
、
親
康
氏
よ
り
始
め
て
畑
柳
安
の
墓
碑
銘
を
最
後
と
す
る
六
十
八
氏
の
略
伝
を
記
し
て
い
る
。
殆
ん
ど
が
京
都
を

中
心
と
し
た
儒
医
で
占
め
、
江
戸
の
著
名
医
家
（
多
紀
氏
一
統
）
は
全
く
入
れ
て
い
な
い
。

せ
、
終
に
は
本
朝
国
史
の
う
ち
医
家
に
か
か
わ
る
事
を
悉
く
抄
し
た
。

．
王
公
よ
り
庶
人
僧
侶
に
至
る
ま
で
、
医
業
専
攻
の
人
で
な
く
と
も
医
事
に
関
わ
る
者
は
悉
く
の
せ
た
。

凡
そ
三
世
を
歴
し
て

｜
家
を
な
す
者
は
悉
く
採
れ
り
。
た
と
え
官
医
で
あ
っ
て
も
一
世
、
二
世
は
し
ば
ら
く
お
き
他
日
の

三
韓
投
化
の
医
も
已
に
我
が
国
に
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新
宮
凉
庭
（
一
七
八
七
’
一
八
五
四
）
の
一
代
記
を
、
養
子
の
凉
閣
（
義
健
、
一
八
二
八
’
一
八
八
五
）
が
、
凉
庭
没
後
一
三
年
を
経
た
明
治
十
八

年
に
編
し
て
木
版
和
綴
本
で
刊
行
し
た
。
凉
庭
の
言
行
、
業
績
も
維
新
後
の
西
洋
医
学
の
流
入
の
前
に
忘
れ
さ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ

で
新
宮
一
族
を
代
表
し
て
第
一
分
家
の
凉
閣
が
執
筆
し
た
。
顕
彰
会
や
門
下
生
で
な
く
、
身
内
の
者
の
編
纂
に
よ
る
と
こ
ろ
に
、
新
宮
家
ら
し

さ
を
感
じ
る
。

１
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二
月
六
日

『
日
本
医
譜
』
七
十
巻
、
宇
津
木
益
夫
著

宇
津
木
益
夫
（
昆
台
、
一
七
七
九
’
一
八
四
九
）
は
尾
張
出
身
の
古
方
派
医
師
、
本
書
は
天
保
元
年
前
後
の
著
書
と
考
え
る
。
京
都
大
学
富
士

川
文
庫
に
は
、
巻
二
十
五
・
二
十
六
の
二
巻
（
写
本
）
が
あ
る
。
巻
二
十
五
は
桂
川
甫
筑
か
ら
武
林
次
庵
ま
で
の
三
○
名
、
巻
二
十
六
に
は
並

川
天
民
か
ら
木
澤
福
庵
に
至
る
三
○
名
の
医
家
の
略
伝
を
載
せ
て
い
る
。
本
書
は
稀
少
で
あ
り
、
他
の
巻
は
実
視
し
て
い
な
い
。
ま
た
刊
本
が

で
た
か
ど
う
か
も
判
然
と
し
な
い
。

末
尾
に
維
龍
の
附
言
が
あ
る
。
そ
の
文
中
に
、
近
世
喝
蘭
之
学
行
わ
れ
る
の
は
白
石
、
昆
陽
二
先
生
の
賓
で
あ
る
と
し
、
辻
蘭
空
の
事
蹟
を

記
し
、
今
後
關
書
に
対
す
る
識
者
が
い
で
る
こ
と
あ
れ
ば
、
一
大
成
挙
で
あ
る
と
し
て
、
蘭
学
に
対
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
畑
柳

安
の
『
医
学
院
学
範
』
（
天
明
六
年
刊
）
の
巻
三
に
、
中
国
、
本
朝
の
医
史
書
に
つ
い
て
の
記
述
あ
り
、
つ
。
つ
い
て
蛮
国
医
説
な
る
一
項
目
を
設

け
て
い
る
。
維
龍
は
『
学
範
』
の
末
尾
に
勤
学
文
を
載
せ
て
い
る
。

４
、
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
頃

明
治
初
年
か
ら
二
十
年
頃
ま
で
、
医
史
学
研
究
の
空
白
期
で
あ
り
、
め
ぼ
し
い
医
史
学
害
の
な
‐
い
年
代
に
、
伝
記
な
が
ら
こ
の
害
を
刊
行
し

『
鬼
国
先
生
言
行
録
』
、
新
宮
義
健
編

三
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
終
戦
ま
で
）

勺
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た
こ
と
の
意
義
が
あ
る
。
な
お
本
書
の
版
木
二
五
枚
は
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

２
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
九
月
二
十
二
日

『
医
事
集
談
』
、
竹
岡
友
仙
著
、
南
江
堂
書
店

淀
藩
医
竹
岡
家
の
八
代
友
仙
（
玄
真
一
八
四
六
’
一
九
一
八
）
は
、
生
来
読
書
、
詩
文
を
好
み
古
聿
宮
の
蒐
集
、
編
纂
に
つ
と
め
趣
味
多
芸
で

あ
っ
た
。
友
仙
は
明
治
二
十
二
年
十
月
よ
り
三
カ
年
に
わ
た
り
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
、
医
史
学
に
基
づ
い
た
医
事
談
を
掲
載
し
、
こ
れ
を
二

十
四
年
一
聿
自
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
。
純
粋
な
医
史
学
聿
日
と
は
言
え
な
い
が
、
中
国
・
本
朝
の
史
実
・
史
談
を
全
巻
に
展
開
し
て
医
学
規
範
を

述
べ
て
い
る
。
友
仙
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
年
間
の
京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

刊
）
し
た
。
そ
の
内
容
は
京
都
に
お
心

と
し
て
編
集
に
当
っ
た
。
大
正
六
年
Ｌ

る
。
昭
和
十
八
年
に
廃
刊
と
な
っ
た
。

４
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十

京
都
種
痘
術
創
始
五
十
年
記
念
祭

３
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月

ゆ
り

『
京
都
医
事
衛
生
誌
」
、
京
都
医
事
衛
生
所
発
行

京
都
医
界
に
は
学
術
雑
誌
は
あ
っ
た
が
、
時
事
を
主
体
に
し
た
雑
誌
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
京
都
医
会
は
機
関
紙
と
し
て
本
誌
を
発
刊
（
月

刊
）
し
た
。
そ
の
内
容
は
京
都
に
お
け
る
学
術
・
法
令
・
行
事
・
人
輔
・
随
想
・
医
史
等
を
含
ん
で
い
る
。
竹
岡
友
仙
は
当
初
よ
り
校
閲
主
任

と
し
て
編
集
に
当
っ
た
。
大
正
六
年
十
一
月
ま
で
に
、
内
外
医
家
小
伝
・
家
系
譜
・
懐
旧
談
・
史
料
等
の
医
史
学
的
記
事
九
十
篇
を
載
せ
て
い

一
昂
永
二
年
上

解
説
し
た
。

京
都
医
会
の
有
志
二
九
名
が
発
起
し
て
、
紫
野
大
徳
寺
に
お
い
て
、
五
十
年
記
念
祭
を
営
み
、
日
野
鼎
哉
、
桐
山
元
中
ら
の
慰
霊
を
行
っ

た
。
竹
岡
友
仙
は
『
医
談
』
五
十
四
号
（
明
治
三
十
一
年
十
二
月
）
に
、
「
京
都
種
痘
術
創
始
五
十
年
記
念
祭
の
趣
旨
」
な
る
論
文
を
掲
載
し
て
、

嘉
丞
一
年
九
月
二
十
日
、
日
野
鼎
哉
ら
《
か
初
め
て
種
痘
に
成
功
し
た
経
緯
を
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
生
存
し
て
い
た
関
係
者
の
談
話
を
ま
じ
え
て

（
一
八
九
四
）
四
月

八
九
八
）
十
一
月
十
一

日
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㈲
特
別
講
演
五
月
十
九
日
、
京
都
大
学
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
に
お
い
て
、
竹
岡
友
仙
は
「
京
都
ト
日
本
医
学
史
」
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
た
。
古
代
か
ら
天
平
六
年
施
薬
院
の
創
没
ま
で
、
平
安
と
な
っ
て
か
ら
の
『
大
同
類
聚
方
」
の
偽
作
問
題
、
『
医
心
方
』
半
井
家
本
、
仁
和

寺
本
に
つ
い
て
の
江
戸
時
代
の
話
題
、
竹
岡
自
身
の
見
聞
し
た
実
情
を
話
し
、
最
後
に
シ
ー
ポ
ル
ト
に
及
ん
で
、
黒
川
道
祐
以
後
富
士
川
勝
に

い
た
る
日
本
医
史
学
の
概
略
を
の
べ
て
い
る
。

○
医
史
材
料
陳
列
五
月
十
九
日
、
京
都
医
科
大
学
病
理
学
教
室
に
お
い
て
、
主
と
し
て
病
理
学
教
授
藤
浪
鑑
の
企
画
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
市
の
内
外
よ
り
集
め
た
医
書
、
史
料
は
ゆ
う
に
千
点
を
超
え
た
。
こ
れ
ら
を
系
統
的
に
陳
列
し
て
展
観
し
た
。
京
都
に
お
い
て
は
今
日
ま

６
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
己
四
月
二
十
一
日

『
日
本
女
科
史
』
佐
伯
理
一
郎
著
吐
鳳
堂
発
行

佐
伯
理
一
郎
（
一
八
六
三
’
一
九
五
三
）
は
、
五
年
間
に
わ
た
る
欧
米
で
の
産
婦
人
科
学
研
究
を
終
え
た
の
ち
、
明
治
二
十
四
年
同
志
社
病
院

に
奉
職
し
た
。
そ
の
頃
よ
り
本
邦
女
科
史
の
編
纂
を
志
し
た
。
明
治
三
十
三
年
三
月
四
日
、
東
京
に
於
て
奨
進
医
会
の
第
一
回
女
科
先
哲
祭
で

講
演
を
行
い
、
つ
づ
い
て
三
十
三
年
四
月
、
京
都
で
の
第
二
回
関
西
産
婦
人
科
学
会
で
、
日
本
女
科
史
に
つ
い
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
そ
れ

を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
内
容
は
わ
が
国
古
代
よ
り
明
治
中
期
ま
で
の
産
科
学
史
で
あ
り
、
末
尾
に
本
邦
女
科
害
目
録
を
附

す
。
そ
の
資
料
と
し
て
、
佐
伯
と
親
交
が
あ
り
、
当
時
は
建
在
で
あ
っ
た
京
都
賀
川
本
家
五
代
玄
吾
の
所
蔵
品
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

７
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
五
月
十
八
・
九
日

る
0

５
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
二
十
四
日

京
都
種
痘
術
創
始
五
十
年
記
念
碑
建
立

記
念
祭
の
翌
年
、
記
念
碑
を
西
大
谷
墓
地
の
日
野
鼎
墓
前
に
建
て
た

京
都
医
学
会
第
四
次
総
会

㈲
特
別
講
演
五
月
十
九

こ
の
記
念
碑
は
現
在
は
京
都
府
医
師
会
館
の
前
庭
に
移
さ
れ
て
い
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で
十
数
回
の
医
学
史
展
を
附
い
て
き
た
が
、
今
回
の
展
観
は
最
初
に
し
て
し
か
も
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
後
日
発
行
さ
れ
た
総
会
誌
に

出
陳
資
料
名
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
目
録
の
み
を
転
記
す
る
。

医
史
材
料
陳
列
目
録

第
一
門
医
書
及
医

第
一
本
邦
医
書

㈲
平
安
朝
時
代

ロ
北
条
氏
時
代

／へ

附
、一 日

足
利
氏
時
代

凹
織
豐
二
氏
時
代

司
憩
川
氏
時
代
（
明
治
年
間
ヲ
含
ム
）

⑤
徳
川
氏
時
代
（

（
甲
）
支
那
医
方

㈲
史
伝
及
医
育
ロ
医
事
雑
誌
類

間
二
於
ケ
ル
漢
方
医
害

（
イ
）
本
道
（
ロ
）
外
科
及
梅
毒
科
（
ハ
）
産
科
（
二
）
眼
科
（
ホ
）
小
児
科
（
へ
）
痘
疹
科
（
卜
）
鍼
灸
科
（
チ
）
按
摩
科

（
リ
）
養
生
科
（
ヌ
）
診
科
（
ル
）
口
科
（
ヲ
）
薬
物
科
（
本
草
科
）
（
ワ
）
温
泉
科
（
ヵ
）
法
医
科
（
ョ
）
雑
著
（
タ
）
明
治
年

（
乙
）
泰
西
医
方

（
イ
）
理
化
学

（
リ
）
外
科
（
づ

医
書
及
医
事
二
関
ス
ル
絵
画
及
写
真
類

本
邦
医
書

（
ロ
）
解
剖
科
（
〈
）
生
理
科
（
二
）
薬
物
科
（
ホ
）
病
理
科
（
へ
）
衛
生
科
（
ト
）
診
断
科
（
チ
）
内
科

（
ヌ
）
小
児
及
痘
疹
科
（
ル
）
婦
人
科
（
ヲ
）
眼
科
（
ワ
）
雑
著
（
ヵ
）
和
蘭
語
辞
書
及
手
写
蘭
書
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『
第
四
次
総
会
々
誌
』
に
よ
れ
ば
、
医
史
材
料
陳
列
の
項
の
冒
頭
に
、
藤
浪
鑑
の
序
説
が
あ
る
。
富
士
川
淋
著
『
日
本
医
学
史
』
が
、

調
整
に
多
大
の
指
南
を
与
え
た
こ
と
、
同
氏
及
び
竹
岡
友
仙
氏
が
多
大
の
注
意
を
与
え
た
こ
と
に
感
謝
の
辞
を
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

誌
』
の
巻
末
に
藤
浪
鑑
（
五
洋
）
は
、
「
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
ノ
後
二
記
ス
ル
」
と
題
し
て
一
○
頁
に
わ
た
る
践
文
を
の
せ
て
い
る
。

ロ
写
真

第
三
門
標

第
一
標

第
二
機

第
三
器

第
四
医
事
二
関
ス

第
二
門
遺
墨
及
肖
像

第
一
遺
墨
（
尺
磧
一

第
二
尺
續

（
附
）
摸
擬
漢
方
医
診
察
処
飾
附

第
三
肖
像

目
画
像
及
木
像

白
医
書
目
録
類

第
二
支
那
医
書

第
三
泰
西
医
書

標
本
、

標
本
類

機
械
類

器
具
類

支
那
医
言
及
朝
鮮
医
書

（
尺
磧
ヲ
除
ク
）

機
械
及
器
具
類

ル
絵
画
及
写
真
類

目
録

『
総
会

こ
の
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中
で
藤
浪
は
目
己
の
医
学
史
観
を
、
る
る
述
べ
て
い
る
が
、
次
の
一
文
を
抽
出
し
て
お
く
。

「
吾
人
日
進
的
医
学
ヲ
攻
ム
ル
者
ノ
遡
足
期
待
ス
ル
ト
「
｜
ロ
ハ
、
固
ヨ
リ
将
来
ニ
ア
リ
。
吾
人
ハ
徒
二
端
座
シ
テ
古
人
ヲ
礼
拝
ス
ル
ョ
リ
モ
、

寧
口
勇
進
シ
テ
生
面
ヲ
開
拓
ス
可
キ
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
明
日
ノ
奎
運
隆
興
ノ
由
テ
来
ル
所
以
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
只
管
未
来
二
向
テ
ノ
ミ
趨
ラ
ソ

ト
ス
ル
勿
レ
。
斯
ク
テ
ハ
焉
ゾ
己
レ
ノ
立
シ
地
位
ガ
何
ノ
処
ニ
シ
テ
、
己
レ
ノ
進
ム
道
途
ノ
何
ノ
辺
ニ
ァ
ル
コ
ト
ヲ
知
り
得
ン
ャ
。
故
ヲ
温
ル

ハ
新
ヲ
知
ル
所
以
、
後
二
顧
ル
ハ
前
二
進
ム
ノ
準
備
ナ
リ
。
誰
力
敗
残
ノ
廃
物
卜
謂
フ
ャ
、
観
来
タ
レ
ハ
亦
清
新
ノ
気
人
ヲ
襲
フ
ヲ
覚
ユ
ル
ナ

藤
浪
雛
（
一
八
七
○
’
一
九
二
一
四
）
は
、
尾
張
藩
医
と
い
う
家
庭
環
境
に
育
ち
、
高
校
在
学
中
か
ら
土
肥
慶
蔵
と
識
り
、
こ
と
に
呉
秀
三
と
は

親
交
を
結
ん
だ
。
ま
た
富
士
川
勝
と
も
呉
秀
三
を
通
じ
て
、
大
学
一
年
頃
か
ら
相
識
と
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
医
史
学
に
対
す
る
認
識
は
早
く

か
ら
あ
り
、
京
都
着
任
（
明
治
三
十
二
一
年
）
後
は
、
竹
岡
友
仙
、
佐
伯
理
一
郎
、
半
井
朴
ら
と
医
史
学
研
究
上
の
交
流
も
深
か
っ
た
。
京
都
医
学

会
総
会
陳
列
会
、
さ
ら
に
富
士
川
勝
の
京
都
出
講
、
学
位
授
与
、
富
士
川
本
寄
贈
等
々
、
京
都
に
お
け
る
医
史
学
研
究
に
対
す
る
寄
与
は
大
き

、
○

リ
。
｜
と
。

「
木
下
家
史
に
つ
い
て
」
、
木
下
熈
述

明
治
六
年
よ
り
京
都
府
療
病
院
に
勤
務
し
、
初
代
駆
梅
院
長
と
な
っ
た
木
下
熈
（
一
八
四
四
’
一
九
一
四
）
は
、
小
浜
藩
医
木
下
家
四
代
に
当

り
、
同
家
は
同
じ
小
浜
藩
医
の
杉
田
家
に
師
事
し
て
親
交
を
重
ね
た
。
そ
の
家
史
を
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
上
に
五
回
に
わ
た
り
掲
載
し
た
。

同
家
に
は
杉
田
玄
白
・
白
玄
ら
の
尺
峨
、
詩
文
等
の
墨
跡
が
伝
わ
て
い
た
。
熈
は
こ
れ
を
巻
子
四
巻
（
木
下
文
言
）
に
仕
あ
げ
た
。
そ
の
題
字

及
び
後
記
は
友
人
富
岡
鉄
斎
が
書
い
た
。
な
お
同
文
書
は
昭
和
五
十
五
年
、
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
に
収
納
さ
れ
た
。

９
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
十
二
月

「
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
沿
革
史
」
、
梅
原
信
正
編
、
『
同
校
々
友
会
雑
誌
』
第
四
十
八
号

8 I
，

明
治
四
十
年

一
九
○
七
）
六
月

｜
て
」
、
木
下
熈
述
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南
士
川
は
明
治
十
三
年
、
京
都
に
勝
学
し
医
学
予
科
校
に
一
年
間
ば
か
り
在
学
し
た
。
明
治
二
十
年
代
に
は
京
都
医
家
の
伝
記
、
家
系
調
査

の
た
め
子
孫
や
墓
地
を
探
訪
し
て
い
た
。
明
治
三
十
七
年
に
刊
行
し
た
『
日
本
医
学
史
』
は
単
に
医
界
の
み
な
ら
ず
、
他
の
分
野
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
た
。
京
都
文
科
大
学
教
授
で
、
京
都
学
派
を
確
立
し
た
内
藤
湖
南
は
『
日
本
医
学
史
』
に
つ
い
て
、
一
‐
実
に
明
治
時
代
に
於
け
る
す

べ
て
の
著
書
中
に
在
て
、
第
一
流
に
位
す
べ
き
者
た
る
の
ゑ
な
ら
ず
、
此
の
種
の
著
述
と
し
て
は
、
固
よ
り
我
国
空
前
の
大
著
で
あ
る
。
（
中

略
）
多
く
読
ん
で
少
く
書
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
推
奨
し
た
。

明
治
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日
、
富
士
川
は
京
都
文
科
大
学
の
史
学
研
究
室
に
招
か
れ
て
、
「
偉
人
の
体
質
」
と
題
し
た
誰
演
を
行
っ
た
。

ｕ
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
十
二
月
十
～
十
二
日

京
都
帝
国
大
学
図
書
館
十
周
年
記
念
医
書
展
覧
会

出
品
物
は
医
学
大
系
、
医
史
書
目
、
名
家
墨
跡
、
著
書
、
稿
本
、
手
沢
本
等
。

感
銘
を
与
え
た
。

本
校
々
史
は
既
に
板
谷
忠
太
郎
が
、
「
京
都
医
学
校
及
療
病
院
沿
革
」
と
題
し
て
『
京
都
府
医
学
校
々
友
会
誌
』
第
二
’
五
号
（
明
治
三
十
年
）

に
記
載
し
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
十
一
月
六
日
創
立
三
十
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
梅
原
信
正
が
「
我
校
の
沿
革
史
」
二
九
頁
を
『
校
友
会

誌
』
第
四
十
八
号
創
立
三
十
年
紀
念
号
に
載
せ
た
。

思
う
に
明
治
初
年
か
ら
中
期
に
至
る
京
都
府
医
学
校
・
療
病
院
の
歴
史
は
、
単
に
校
史
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
明
治
二
年
天
皇
東
駕
後
の
疲

弊
し
た
京
都
の
医
学
の
近
代
化
の
歴
史
で
も
あ
る
。

皿
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
五
月

明
治
四
十
二
年
五
月
、
富
士
川
は
京
都
大
学
医
科
大
学
に
招
か
れ
て
日
本
医
学
史
を
講
じ
た
。
こ
れ
は
荒
木
寅
三
郎
、
藤
浪
鑑
の
推
挙
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
り
、
富
士
川
が
国
立
大
学
で
医
学
史
を
誰
じ
た
最
初
で
あ
る
。
毎
週
一
回
入
洛
し
て
、
心
血
を
傾
注
し
た
誰
義
を
行
い
多
く
の

富
士
川
勝
、
京
都
で
医
学
史
講
義
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次
の
講
演
あ
り
。

⑫
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
三
月
三
十
日

第
十
九
回
医
家
先
哲
追
薦
会
、
会
場
・
京
都
帝
国
大
学
構
内
尊
穰
堂

第
三
回
目
本
医
学
会
総
会
が
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
先
哲
追
薦
会
が
東
京
以
外
の
地
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。
式
典
の
の
ち

終
了
後
、
祇
国

展
観
に
供
し
た
。

週
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
五
月

「
某
生
に
与
へ
て
医
史
学
を
論
ず
る
の
害
」
、
藤
浪
鑑
識

大
正
四
年
、
富
士
川
勝
は
『
日
本
疾
病
史
』
を
医
学
博
士
請
求
論
文
と
し
て
、
京
都
大
学
医
科
大
学
に
提
出
し
た
。
学
位
は
授
与
さ
れ
た
が

教
授
会
の
中
に
は
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
人
が
い
た
。
藤
浪
は
そ
の
疑
問
に
答
え
る
形
で
一
文
を
草
し
た
。
そ
の
要
点
を
記
す
と
、

医
史
学
は
単
な
る
古
物
探
索
で
は
な
い
、
そ
れ
は
歴
史
的
病
理
学
と
も
い
う
べ
く
、
未
来
へ
の
指
針
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
医
学
の

分
科
が
繁
多
と
な
っ
た
今
日
、
そ
れ
ら
を
綜
合
し
総
括
す
る
た
め
、
医
学
全
体
の
発
達
の
過
程
を
教
え
る
医
史
学
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
を
、

欧
州
の
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
、
『
日
本
疾
病
史
』
が
医
学
博
士
を
受
け
る
に
値
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
論
説
は
大
正
七
年
に
な
っ
て

『
中
外
医
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
昭
和
二
十
年
、
『
藤
浪
鑑
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
。
八
十
年
後
の
今
日
の
医
界
に
も
通
ず
る
警
鐘
文
で

あ
る
↓

〃
刈
士
、
’

１

一
、
ポ
ム
。
へ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
先
生
内
田
銀
蔵

一
、
京
都
の
蘭
学
者
及
蘭
方
医
家
大
槻
如
電

一
、
絵
画
に
現
は
れ
た
る
精
神
病
呉
秀
三

権
了
後
、
祇
園
中
村
桜
に
て
懇
親
会
開
催
、
こ
の
会
に
併
せ
て
、
三
月
二
十
九
、
三
十
日
京
都
府
立
図
書
館
に
於
て
、
關
方
医
書
数
百
部
を

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

（
一
九
一
五
）
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昭
和
二
年
十
一
月
、
私
立
奨
進
医
会
を
母
胎
と
し
て
日
本
医
史
学
会
が
創
立
さ
れ
、
評
議
員
と
し
て
京
都
か
ら
半
井
朴
・
藤
浪
鑑
・
佐
伯
理

一
郎
が
参
加
し
た
。
第
八
回
日
本
医
学
会
総
会
が
四
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
の
に
連
動
し
て
、
京
都
に
於
て
も
医
史
展

覧
会
が
開
か
れ
た
。
次
に
そ
の
案
内
書
を
転
記
す
る
。

我
が
日
本
医
史
学
会
は
、
こ
こ
に
医
史
展
覧
会
を
開
き
、
我
邦
医
学
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
を
陳
列
し
て
篤
学
な
る
諸
氏
の
展
観
に
供
せ
む

と
す
。
思
ふ
に
我
邦
現
時
に
於
け
る
医
学
は
そ
の
光
輝
燦
然
と
し
て
人
目
を
奪
ふ
も
の
あ
り
と
雌
も
、
そ
の
淵
源
は
甚
だ
遠
く
、
先
哲
諸
公
の

辛
苦
経
営
の
多
大
な
り
し
こ
と
を
思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
坐
に
先
哲
諸
公
の
学
術
的
著
述
を
始
め
と
し
、
そ
の
肖
像
、
遺
墨
及
び
遺
物
の
類

を
陳
列
し
、
一
は
以
て
我
邦
医
学
の
発
達
の
跡
を
尋
ね
、
一
は
以
て
先
哲
諸
公
を
偲
ぶ
の
資
に
供
へ
む
と
す
。
そ
の
日
時
及
び
会
場
は
左
記
の

如
し
。
篤
学
な
る
諸
氏
の
来
観
あ
ら
む
こ
と
を
希
望
す
。

昭
和
五
年
四
月
日
本
医
史
学
会

〔
一
〕
日
時
昭
和
五
年
四
月
二
十
日
及
び
二
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

〔
二
〕
会
場
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室

富
士
川
勝
は
大
正
六
年
、
所
蔵
す
る
古
医
書
四
三
四
七
部
、
八
三
三
一
冊
を
京
都
大
学
へ
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
も
二
回
に
わ
た
っ
て
寄
贈

し
、
全
部
で
六
○
○
○
余
部
、
九
一
○
七
冊
を
数
え
る
。
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
の
主
な
る
医
書
が
、
各
科
に
わ
た
っ
て

系
統
的
組
織
的
に
及
ん
で
い
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
収
納
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
そ
の
目
録
が
出
版
さ
れ
た
。
戦
後
、
京
都
大
学
医
学
図

書
館
に
移
管
さ
れ
て
、
富
士
川
文
庫
と
し
て
全
冊
貴
重
本
扱
い
を
う
け
て
い
る
。

坊
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
四
月
二
十
・
二
十
一
日

〔
二
〕
会
場

〔
三
〕
展
観

医
史
展
覧
会
、
日
本
医
史
学
会
主
催

富
士
川
本
寄
贈
、
富
士
川
勝

無
料
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を
挙
げ
て
内
容
の
一
端
を
示
す
の
象
。

こ
の
展
覧
会
は
我
邦
の
医
学
の
発
達
と
、
そ
れ
と
支
那
医
学
及
び
西
洋
医
学
と
の
交
渉
を
一
目
の
下
に
瞭
然
た
ら
し
め
む
こ
と
を
目
的
と

し
、
そ
の
時
代
は
明
治
維
新
前
を
以
て
そ
の
終
と
し
、
又
そ
の
図
耆
は
す
べ
て
代
表
的
の
も
の
の
桑
を
選
び
た
り
。
こ
こ
に
は
唯
大
体
の
分
類

第
八
図
譜
類
そ
の
他

第
九
器
械
及
び
其
他
遺
物

以
上

こ
の
展
覧
会
も
藤
浪
鑑
の
企
画
推
進
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

妬
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
己
九
月
十
五
日

『
医
家
人
名
辞
書
』
、
竹
岡
友
三
編
、
南
江
堂
京
都
支
店

第
一
古
代
よ
り
徳
川
氏
時
代
の
末
に
至
る
ま
で
の
重
要
の
医
書

第
二
各
時
代
の
医
家
が
依
用
せ
る
主
要
の
支
那
医
書

第
三
西
洋
の
医
学
を
伝
へ
た
る
書
籍

第第第第第第
九八七六五四

（
乙
）
蘭
学
創
始
以
後

支
那
と
西
洋
と
の
医
学
を
折
衷
せ
る
一
派
の
書
籍

特
殊
の
興
味
あ
る
医
書
そ
の
他

（
甲
）
蘭
学
創
始
以
前

陳
列
品
目
録

肖
像

唾
狸
里
竺
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藤
浪
の
自
宅
は
京
都
吉
田
山
に
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
第
九
回
日
本
医
学
会
第
一
分
科
会
に
指
定
さ
れ
た
日
本
医
史
学
会
総
会
に
於
て
、
「
地

理
的
病
理
学
」
と
い
う
題
で
特
別
講
演
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
昭
和
十
年
に
編
集
さ
れ
た
『
藤
浪
先
生
追
悼
録
』
の

中
言
富
士
川
源
は
「
五
洋
博
士
を
億
ふ
」
と
い
う
追
悼
文
を
寄
せ
た
。
藤
浪
剛
一
は
鑑
の
実
弟
で
あ
る
。

肥
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
七
日

『
京
都
看
病
婦
学
校
五
十
年
史
』
佐
伯
理
一
郎
著

本
校
は
新
島
襄
、
ド
ク
タ
ー
．
、
ヘ
リ
ー
ら
に
よ
っ
て
明
治
十
九
年
四
月
に
開
校
さ
れ
た
。
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
ら
の
教
育
に
よ
り
明
治
二

十
一
年
六
月
二
十
二
日
第
一
回
卒
業
式
を
行
っ
た
。
佐
伯
は
明
治
三
十
年
五
月
か
ら
は
校
長
と
し
て
本
校
を
管
理
し
た
。
昭
和
十
一
年
十
月
七

日
創
立
満
五
十
年
感
謝
会
を
行
っ
た
。
「
受
け
る
よ
り
も
与
ふ
る
は
福
也
」
の
校
是
の
も
と
に
、
本
科
生
八
百
余
名
を
送
り
出
し
た
。

佐
伯
理
一
郎
は
多
く
の
図
書
を
集
め
た
。

『
京
都
産
院
文
庫
図
書
目
録
』
巻
一
、
大
正
六
年
十
一
月
二
十
三
日
発
行
、
一
万
百
三
十
二
冊

同
巻
二
、
昭
和
八
年
七
月
十
日
、
一
万
六
百
九
十
冊

四
、
昭
和
初
期

編
者
竹
岡
友
三
は
友
仙
の
三
男
で
あ
る
。
亡
父
の
遺
志
を
継
い
で
友
仙
が
既
に
集
め
て
い
た
資
料
、
原
稿
を
整
理
編
纂
し
て
刊
行
し
た
。
内

容
は
古
代
よ
り
近
代
ま
で
の
医
家
一
八
五
○
名
の
小
伝
を
記
し
、
各
人
名
毎
に
引
用
文
献
を
載
せ
て
い
る
。
題
字
は
荒
木
寅
三
郎
、
土
肥
慶

蔵
、
富
士
川
勝
、
序
文
は
呉
秀
三
に
よ
り
書
か
れ
、
友
仙
の
交
流
を
偲
ば
せ
る
。

Ⅳ
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
十
八
日

半
井
朴
と
川
井
銀
之
助

半
井
朴
は
半
井
澄
（
京
都
医
学
校
第
二
代
校
長
、
京
都
医
会
初
代
会
長
）
の
息
、
明
治
二
十
八
年
帰
朝
し
て
東
山
病
院
を
継
い
だ
。
藤
浪
鑑
・
佐

藤
浪
鑑
逝
去

（34） 506



京
都
出
身
で
大
坂
在
住
の
中
野
操
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
杏
林
温
故
会
を
組
織
し
機
関
誌
と
し
て
『
医
謹
』
を
発
行
し
た
。
そ
の
発
会
式
兼

第
一
回
例
会
が
大
坂
の
松
坂
屋
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
京
都
か
ら
は
清
野
謙
次
、
佐
伯
理
一
郎
、
半
井
朴
ら
が
評
議
員
と
し
て
参
加
し
た
。

本
会
は
関
西
に
で
き
た
最
初
の
医
学
史
研
究
団
体
で
あ
る
。
第
一
回
例
会
の
閉
会
の
辞
を
佐
伯
理
一
郎
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。
「
：
。
…
歴

史
な
き
民
族
は
敗
北
す
る
。
歴
史
は
比
較
研
究
と
実
証
の
永
遠
の
自
然
科
学
で
あ
る
…
・
・
・
」
。

皿
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
二
日

日
本
医
史
学
会
総
会
、
会
場
第
三
高
等
学
校

第
十
回
日
本
医
学
会
総
会
が
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
第
一
分
科
会
で
あ
る
日
本
医
史
学
会
は
、
第
三
高
等
学
校
三
階
に
於
て
総

伯
理
一
郎
ら
と
親
交
あ
り
、
『
中
外
医
事
新
報
』
（
昭
和
十
’
十
五
年
）
に
毎
号
の
如
く
数
多
く
の
医
史
学
的
論
説
、
随
筆
、
伝
記
を
の
せ
た
。

川
井
銀
之
助
（
一
九
○
四
’
一
九
六
六
）
は
京
都
府
立
医
科
大
学
胃
腸
科
教
授
、
川
井
家
は
北
野
天
満
宮
と
関
連
の
あ
る
家
柄
（
七
保
の
一
）
の

た
め
、
特
に
菅
公
に
関
す
る
医
史
学
的
記
事
を
『
中
外
医
事
新
報
』
、
『
梅
影
と
杏
林
』
に
昭
和
五
年
以
降
二
十
数
篇
掲
載
し
た
。

卯
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
十
三
日

会
長
、
入
澤
達
吉
、
委
員
、
藤
浪
剛
一
、
小
田
平
義
、
緒
方
富
雄
、
佐
伯
理
一
郎
。
特
別
講
演
、
｜
日
本
生
理
学
の
発
達
と
そ
の
思
想
的
展

開
」
浦
本
政
三
郎
。
一
般
演
説
、
一
八
題
。
懇
親
午
餐
会
は
京
都
楽
友
会
館
で
二
四
名
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

医
史
展
覧
会
は
四
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
第
三
高
等
学
校
本
館
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。
富
士
川
浦
指
導
の
も
と
に
医
書
四
五
五
点
、
書
画

一
五
四
点
が
各
科
別
、
年
代
順
に
配
列
さ
れ
た
。
医
書
の
大
部
分
は
京
都
大
学
及
び
富
士
川
淋
所
蔵
本
、
書
画
の
大
部
分
は
佐
伯
理
一
郎
の
所

蔵
品
で
あ
っ
た
。
佐
伯
は
こ
の
総
会
で
第
二
十
六
分
科
会
産
科
婦
人
科
学
会
々
長
を
つ
と
め
た
。

躯
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
十
五
日

会
丼
学
術
講
演
会
を
行
っ
た
。

卯
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

杏
林
温
故
会
発
会
、
中
野
操

『
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明
治
三
十
年
創
立
以
来
、
昭
和
十
五
年
末
ま
で
四
七
年
間
の
沿
革
を
記
す
。
第
一
編
は
総
記
と
し
て
創
立
、
沿
革
の
大
要
、
図
書
館
、
学
生

施
設
。
第
二
編
は
学
部
及
び
研
究
所
に
つ
い
て
記
す
。
全
巻
一
二
六
五
頁
の
う
ち
、
医
学
部
は
二
三
九
頁
か
ら
四
○
四
頁
ま
で
を
占
め
て
い

代
医
家
の
墳
墓
も
の
せ
て
い
る
。

詔
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月

『
明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁
』
、
田
中
緑
紅
著
、
明
石
博
高
翁
顕
彰
会
発
行

明
治
初
期
、
京
都
府
医
療
界
の
近
代
化
を
推
進
し
た
明
石
博
高
の
業
績
、
人
と
成
り
を
記
し
て
い
る
。
中
に
舎
密
局
、
療
病
院
、
医
学
校
、

解
剖
所
、
ア
ポ
テ
ー
キ
等
の
開
設
経
過
を
の
せ
る
。

型
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
十
五
日

『
京
都
市
医
師
会
五
十
年
史
』
、
同
史
編
纂
部
発
行

明
治
二
十
三
年
九
月
十
七
日
、
京
都
医
会
設
立
よ
り
、
京
都
府
医
師
会
京
都
支
部
、
同
京
都
市
支
部
、
京
都
市
医
師
会
へ
と
変
遷
し
て
き
た

昭
和
十
五
年
十
二
月
ま
で
の
五
十
年
に
わ
た
る
沿
革
を
詳
細
に
記
し
た
。
史
料
と
し
て
初
期
は
、
京
都
医
学
会
雑
誌
よ
り
、
明
治
二
十
七
年
以

降
は
、
機
関
誌
で
あ
る
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
に
よ
っ
た
。
史
外
録
と
し
て
本
会
創
立
以
前
の
医
事
、
衛
生
施
設
、
法
令
、
古
文
書
、
江
戸
時

る
○

妬
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
一

『
京
都
帝
国
大
学
史
』
同
大
学
発
行

一
一
）

》
ｏ
Ｏ

『
朽
木
昌
綱
侯
』
、
京
都
府
立
福
知
山
中
学
校
編

同
校
で
は
郷
土
先
賢
を
追
慕
し
て
生
徒
の
薫
育
と
郷
土
の
文
化
向
上
に
資
す
る
た
め
、
福
知
山
藩
八
代
藩
主
朽
木
昌
綱
（
一
七
五
○
’
一
八
○

）
の
伝
記
を
編
し
て
刊
行
し
た
。
害
中
に
大
槻
玄
沢
、
イ
サ
ー
ク
Ⅱ
チ
チ
ン
グ
と
の
交
流
な
ら
び
に
昌
綱
の
著
書
等
に
つ
い
て
記
し
て
い

一
月
二
十
日
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こ
の
の
ち
戦
局
は
激
し
く
な
り
、
研
究
者
も
少
く
、
用
紙
不
足
も
影
響
し
て
、
医
史
学
研
究
は
戦
中
、
戦
後
の
空
白
期
を
む
か
え
た
。
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ｆ南

酎
士
川
辨
『
日
本
医
学
史
』
三
三
八
頁
、
六
○
四
・
六
○
五
頁
、
真
理
社
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
。

『
京
都
の
医
学
史
』
京
都
府
医
師
会
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
。

寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
村
田
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
。

里
月
三
英
「
鹿
門
随
筆
」
「
杏
林
叢
書
』
下
巻
三
七
一
頁
、
思
文
閣
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
。

宮
武
外
骨
『
筆
禍
史
』
改
訂
増
補
再
版
、
朝
香
屋
書
店
、
大
正
十
五
年
九
月
。

江
川
義
雄
『
広
島
県
医
人
伝
』
第
二
集
、
平
成
元
年
十
二
月
。

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
。

観
自
在
庵
「
本
邦
医
史
を
研
究
す
る
と
い
ふ
事
に
つ
き
て
」
『
医
談
』
三
十
七
号
、
明
治
二
十
九
年
九
月
。

杉
立
義
一
「
淀
藩
医
竹
岡
家
に
つ
い
て
」
『
啓
辿
』
六
号
、
京
都
医
学
史
研
究
会
、
昭
和
六
十
三
年
。

『
京
都
府
医
師
会
報
』
第
八
号
、
種
痘
伝
来
壱
百
年
記
念
号
、
京
都
府
医
師
会
昭
和
二
十
五
年
十
月
。

『
京
都
府
医
師
会
設
立
別
周
年
記
念
年
表
』
京
都
府
医
師
会
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
。

『
第
二
回
関
西
産
科
婦
人
科
学
会
報
告
』
佐
伯
理
一
郎
、
明
治
三
十
四
年
四
月
。

「
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
誌
」
『
京
都
医
学
雑
誌
』
四
巻
四
号
附
録
、
明
治
四
十
年
。

木
下
熈
「
杉
田
家
と
木
下
家
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
一
五
九
～
一
六
一
号
、
明
治
四
十
年
六
’
八
月
。

杉
立
義
一
「
蘭
方
医
・
木
下
熈
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
十
五
巻
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
。

「
蘭
医
杉
田
家
・
木
下
家
代
々
遺
墨
、
い
わ
ゆ
る
「
木
下
文
言
」
当
資
料
館
に
寄
贈
さ
る
」
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
七
五
号
、
昭
和
五
十
五
年
七
月
。

富
士
川
英
郎
『
富
士
川
塀
」
小
澤
書
店
、
平
成
二
年
十
月
。

岡
田
靖
雄
「
富
士
川
勝
、
呉
秀
三
両
先
生
の
間
」
富
士
川
勝
先
生
没
後
帥
年
記
念
会
講
演
、
日
本
医
史
学
会
、
平
成
二
年
十
月
。

清
野
謙
次
『
藤
浪
先
生
追
悼
録
』
人
文
書
院
、
昭
和
十
年
十
一
月
。
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天
野
亜
安
『
藤
浪
鑑
撰
集
』
南
江
堂
、
昭
和
二
十
年
六
月
。

日
本
医
史
学
会
「
医
史
展
覧
会
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
四
三
三
号
、
昭
和
五
年
四
月
。

日
本
医
史
学
会
編
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
索
引
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
。

『
医
諏
』
第
二
号
、
杏
林
温
故
会
、
昭
和
十
三
年
五
月
。

『
第
十
回
日
本
医
学
会
会
誌
』
第
十
回
日
本
医
学
会
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
。

ｊ

長
門
谷
洋
治
「
佐
伯
理
一
郎
と
京
都
三
’
第
一
○
回
日
本
医
学
会
総
会
・
他
」
『
啓
迪
』
第
九
号
、
平
成
三
年
四
月
。

く

日
本
医
史
学
会
編
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
復
刻
版
、
昭
和
十
九
年
⑰
、
恩
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
。

杉
立
義
一
『
京
の
医
史
跡
探
訪
』
恩
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
。

（
京
都
市
恥
京
都
医
学
史
研
究
所
）
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Progressofthestudyofmedicalhistory
inKyoto[I]

byYoshikazuSUGITATSU

Thestudyofmedicalhistorywasreviewedfrompredecessor'sworksandrecords.These
materialsweredividedchronologicallyintothefollowingtwoperiods;thepre-Meijiera(beforel867)

andtheperiodfromMeijithroughthemid-showaeras,(froml868tol945)"
@4Honchoiko''writtenbyDoyuKurokawawasthefirstworkofmedicalhistoryofJapan.

ThestudyofJapanesemedicalhistorywasscarcelydoneinthefirsthalfoftheMeijiera,but
afterthen(Meiji24)itwasrestartedbyYusenTakeoka,RiichiroSaikiandsoon.InMeiji40
AkiraFujinamiemphasizedthenecessityofthestudyofmedicalhistory,andsincethenthe
activitywasgraduallyincreased.

（
①
師
）
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